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IV　空気環境　　６　換気の計画（教科書 pp.153～157）

IV　空気環境　　７　通風の計画（教科書 pp.158～161）

IV　空気環境　　８　気密性能と換気（教科書 pp.162～164）

１．今日の目標

１）換気の方式を知ろう。

２）よりよい通風計画のための方策を知ろう。

３）気密性能について知ろう。

２．換気の計画

２．１　換気方式

┌─　　　換気：室内外の温度差（　　　　換気）や風力（　　　換気）を利用した換気

└─　　　換気（　　　換気）：　　　　を用いて機械的に行う換気

　換気方式には，下記の３ないし４種類がある。→教科書 p.154 の図 6-2 参照。

１）第１種換気方式（　　　＋　　　）

・　　　した換気量。

・給排気の流量バランスを変えることにより室内圧を　　　のどちらにも設定できる。

・利用範囲は　　　。

２）第２種換気方式（　　　のみ）

・室内が　　　。

・他室からの　　　空気の　　　を嫌う室や　　　空気を必要とする室に適する。

・例）　　　　　　　　，　　　　など

３）第３種換気方式（　　　のみ）

・室内が　　　。

・室内で発生した　　　　が他室に　　　　はならない室に適する。

・例）　　　，　　　，　　　，有害ガスを発生する工場，原子炉建屋など
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４）（第４種換気方式）

自然換気方式で，ベンチレーターや煙突などで積極的に排気を行う

２．２　全般換気と局所換気

１）　　　換気

・室内　　　の空気を希釈しながら入れ換える。

・使用例）住宅の　　　や事務所ビルの　　　　など

２）　　　換気

・　　　的に発生する有害ガス，熱，水蒸気，臭気を排出する。

・使用例）　　　， 　　

３．通風

　通風は，　　季の　　　　　技術として古来より用いられてきた。

　　　　に気流を導くことにより，　　　温度を低下させ，さらに日射などによる　　　　，

室内で生じる　　　・　　　負荷を速やかに　　　に排出できる。

　また，夜間に窓を開放して　　　を行うナイトパージ等も利用されている。

→配付資料 64～65ページ（出典：参考文献［１］，pp.32～33）を参照。

４．気密性能

気密性能

・その建物がどの程度　　　であるか，またはどの程度　　　があるかを示す建物性能の一つ。

・隙間の　　　　　a �A（先週の配付資料 p.58 も参照）で表すことが多い。

→教科書 p.163 の表 8-1 を参照。

・室内温度差，外部風向風速が一定であれば，換気量は気密性能に　　　する。

５．参考文献（〔〕内は，熊本県立大学附属図書館所蔵情報）

［１］『建築設計資料集成　総合編』（日本建築学会編著，丸善，2001 年６月，￥24,150，ISBN：
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4-621-04828-7）〔住環境，525.1¦¦N�77，0000249138〕

６．参考 URL

［１］講義資料のダウンロード

http://www.pu-kumamoto.ac.jp/̃m-tsuji/kougi.html/genron.html/setubigen.html

（注）

「IV　空気環境」の中の以下の項目は，時間の都合上，省略せざるを得ないので，各自で勉

強しておくこと。

「IV　空気環境　　５　室内の温度分布（教科書 pp.148～152）」

「IV　空気環境　　９　高層建物と煙突効果（教科書 pp.165～166）」

「IV　空気環境　　10　風環境（教科書 pp.167～168）」
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